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活動報告 学校で演劇ワークショップ

私たちの取り組む課題 
今、子どものそだちの現状は大変困難になってい

ます。少子化にもかかわらず増え続ける不登校、

子どもの自殺、いじめ、子どもの貧困、虐待、ま

た学力格差、文化資本の格差の広がり、コミュニ

ケーション能力の問題もしばしば囁かれます。 

その社会的背景には、地域社会において子どもが

育つ環境が変化していること、加えて少子化、核

家族化が進行し、子ども同士が集団で遊びに熱中

し、時には葛藤しながらお互いに影響し合って活

動する機会が減少し、様々な体験の機会が失われ

ていることがあげられます。 

そして明治以来 150 年続く学校制度を緩やかに

変えていくという課題に直面しています。 

また現代社会で失われつつある子どもの「ごっこ

あそび」は、心理療法の一つ「箱庭療法」のよう

に、子どもの心を開放し癒す効果があります。

「あそび」は子どもの成長に欠かせないのです。

演劇ワークショップはごっこ遊びの要素も大きい

のです。 

さらに、コロナ禍で失われた子どもたちの「友達

と遊ぶ」「外食する」「旅行する」「中止や縮小

した学校や地域の行事」といった多くの体験を、

演じることで身体で経験し、閉じ込めた心を開放

する効果もあります。 

 

ドラマは毎回起こる 

残念ながら演劇ワークショップは

万能ではありません。しかし毎回

いろいろなドラマがおこるのも事

実。他者との出会いが少なく固定

した友達関係、あるいは先生との

関係性が変わる

きっかけをつく

ります。保健室

登校や特別支援

学級の子が面白

いアイディアを

出したり、いつ

も遊ばない子と気が合ったり、自己中心的な子が

協力したり、自身を表現することで元気になった

りするのです。友達の評価が変わる、表現するこ

とで表情が明るくなる、保健室登校だった子がク

ラスに入れるということが起こっています。 

 

特別にプログラムされた 

演劇ワークショップ 

私たちの演劇ワークショップは、子どもたちの

「コミュニケーション能力」や「非認知スキル」

を向上するため、特別にプログラムされたワーク

ショップです。子ども一人ひとりから出てくるア

イディアや創造を、身体や言葉で表現し、グルー

プで話し合って合意形成・発表することで子ども

の主体性や多様性を育む環境をつくります。 

遊びのように楽しいワークショップで、芸術家を

派遣して文化資本の格差を埋め

る取り組みでもあります。 

 

私たちは、この演劇ワーク 

ショップで、子どもと先生を

全力でサポートします

文化庁子供育成事業 開催日 2022 年度 実施校 学年 参加人数 

芸術家の派遣事業 9 月 20ー22 日 福岡市立 田隈小学校 4 年生 89 人 

芸術家の派遣事業 9 月 27－29 日 福岡市立 小笹小学校 5 年生 141 人 

コミュニケーション能力向上事業 10 月 12－14 日 筑紫野市立 阿志岐小学校 5・6 年生 58 人 

芸術家の派遣事業 10 月 19－21 日 福岡市立 有住小学校 6 年生 26 人 

芸術家の派遣事業 12 月 14－16 日 筑紫野市立 山口小学校 6 年生 64 人 

コミュニケーション能力向上事業 1 月 30－2 月 1 日 うきは市 江南小学校 4・5・6 年生 78 人 

合計 小学校 6 校 456 人 
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活動報告 地域で演劇ワークショップ 
児童発達支援・放課後等ディサービスつむぎ 

年中さんから小学校５年生までの児童１３名と保育士７名で

演劇ワークショップをしました。未就学児、中学年、先生方

の４グループに分かれて創作・発表しました。子どもの創造

は面白く、桃太郎の鬼退治をベースに〇〇ちゃんの冒険物語

などを創り、楽しい時間を過ごしました。「仲間に入るのが苦

手」「初対面の大人が苦手」「見通しが立たないと不安」な子

どもたちもワークショップが進むうちに、だんだんと自分を

表現し、みんなの前で発表できました。 

おへそこども園 HP：おへそこども園 | 佐賀市水ケ江にある幼保連携型認定こども園 (oheso-group.com) 

哲学対話をしている先進的な佐賀市の認定

こども園のおへそこども園と、児童発達支援

おへそ子ども学園、おへそつながりの年長の

子どもたち３７名が、２グループに分かれて

演劇ワークショップをしました。本を読む

人、猫、ロボットなど、自分がなりたいもの

になって楽しい時間を過ごしました。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

小・中・高校は文化庁の事業を申請します 
7 つのステップで実施します。書類の作成は、えんげき広場 cue が申請から提出までサポー

トします。学校は経費の負担はありません。 

 
 

 

 

 

 

  

開催日 実施会場 参加人数 

１２月１５日（水） 児童発達支援・放課後等デイサービスつむぎ 児童１２名・保育士７名 

２月１日（水） おへそこども園・おへそ子ども学園・おへそつながり 年長３７名 

①cue に依頼 

②学校のご希

望に応じて 

学年・日程・

講師の選定 

9 月～10 月 

文化庁の 

事業公開 

③申請書の作

成 

cueがサポート

します。 

④学校から 

メールで申請

書を提出 

内定・決定通

知が届く 

⑤打合せ 

実施日 1 ヶ月

前に約 1 時間 

cue が学校に

訪問します。 

⑥ 実施 

実施演劇ワー

クショップ 

（6 月～1 月） 

⑦ 

学校から文化

庁にメールで

報告書を提出 

次年度も検討

ください。 

https://oheso-group.com/hoiku/kodomoen

